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ReprtsonthetoxicityoreFfectsofstannoussalts，SuCllaSChloride，tartarateOraCetateOngrOWth  

rateofanimalshavebeen publishcdbutf6w on tlle e打ectsof dissolved tinin cannedfods．It  

WaSintwo formsofchemicalstatus，SOluble andinsoluble．ThepurpMOfthispaperis to  

descritxthe efEect of soluble tinin canned juice modelon the growthrate of rats and  

accumulationoftinin rat tissues． Canncd5uice modelwaspreparedbypackingO．4perCent  

Citricacidsolution，pH3．5、ntr00m teml〕eraturC． Afterone・yCarStOragethecontentwas  

COnCentratedinvacuo toabouthalfoftheoriginalvolume to contain 350pprn tin． The  

aliquotsoftheconcentratedjuicesampleswere transferedinto glassampoulesandsterilized at  

120ロCfor20minutes．As血e controIs O．8percentcitric acidsolution、pH3．6，Ordistilled  

WaterWereuSed． These testsolutions＼VereOrally administered tolnalerats（Wisterstrain）  

dailyfor60and91days． Neithergrowthinhibitionoftheanimals administeredwithtin，  

noraccumulation oftininliver，kidney，SPreen and bloodof rat weredbserved．   

前額1〉でも述べたように無塗装かんを使用Lた乗れ 果実疏菜等のかん語では常に少量のスズの  

溶出がおこり，これがかん語食品の品質保持に重要な役割りを果している．かん議会晶申の溶出ス  

ズには，水溶性および不溶性スズが存在することばBigelow2）らにより報告され．われわれもその  

事突を認め報告した．   

スズの毒性に関しては帝々報告がみられるがい）・5）・G）・7）・8〉 ，・その多くは塩化スズ，酒石酸スズ．酢  

酸スズ等のスズ塩を用いたものであり，その他漆山スズ最の多いカボチャかん語，アスパラガス  

かん詰を対象とした実験報告がなされている．しかし前者におけるスズ塩は，かん悪食品中の溶出  

スズとその性質、挙動が若干異なっている9）．また後者のばあいは， われわれの前報l）での実験成  

筋から考え．不溶性スズの含有量が問題である，他九 近年しばしば発生した，かん詰虫品の溶出  
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スズに基づくとされた一過性の食中毒】○）が，主としてジュースかん話の摂取によるものであったこ  

とから．水溶性スズのみを含む，ジュースモデルかん詰の溶出スズをシロネズミに連続経口投与を  

行ない，発育におよぽす影響と，2・3の脆器申のスズ畳の測定を行なったので報告する．  

実  験  の  部  

1．投与試料，実験動物，測定方法  

1－1．投与スズ溶液および対照液並びに投与法   

0．4％クエン酸水溶液に水酸化ナトリウム液を加えpH3．5となし，冷時HDブリキで作られた無  

塗装の5号かんに克てん巻締めを行ない120q20分間殺鼠 冷却後室温に1年間貯蔵したかん活25  

かんの内溶液を合わせ，液圧濃縮して与ち畳となし，訓ml容ガラスアンプルに克てん熔封し1200  

20分間滅爾後宅温に貯蔵した．木彼のpH3．6，溶存スズ最は350ppmであった．対照液として同  

一クエン酸の0．8％水溶液をpH3．6となし，ガラスアンプルに充てん殺爾後ヰ渦に貯蔵した．これ  

らの液ほ実験1においては毎日午後，一定時にシロネズミの外観状態運動性の観察，および体零の  

測定を行なったのち．また実験2においては日曜日を除く毎日．午前8帖3n分頓に外相状憩．運動  

性の観察，体零測定を行ない，一方飼料および永を飼育かごより除去し．午後4時頃にそれぞれ，  

経口投与針を用いて投与し．飼料および水を与え飼育した．  

1－2．シロネズミ，飼料および水   

ウィスター系シロネズミ 雄を一匹ずつかごに入れて飼育した．飼料はオリエンタル同型飼料MF  

を用い．水道水を与えた．飼料および水は自由に摂取させた．  

1－3．スズ測定方法   

試料を乾式灰化し，塩較（トす2）を加えて水浴上で蒸発乾同したのち．2M－NH▲Cト2N－HCl等  

容混液よりなる支持電解液に溶解し，ク形波ポーラログラフ法により－0．48V附近の波高を測定し  

算出した．  

2．飼育実験1   

この実験においては5月初めより7月上旬に至る問．普通室内で飼育した．体霞90～1αぉのシ  

ロネズミを1週間馴致飼育したのち，5匹ずつほほ同程度の体重の2群に分け，主験群および対照  

群となし．主験群にはスズ溶液を．対照群には主験群に投与したと同長のクエン酸溶液を侮日投与  

した，これらの溶液の投与量はシロネズミの成長とともに増量したが，体罷の増加度とは正確に対  

応させなかった．関口間の連続投与後各群の2匹は組締標本作成用に使用した．各群残り3匹につ  

いて肝胤 腎臓，碑脹および血液を採取しスズ最を測定した．スズの投与総量は34mgであった．   

各群の体重増加曲線の平均値並びに各群の体重の最大値．最′卜値幅を縦線としてFig・1に，ま  

た範器スズ量の測定に供した各群3匹の経口投与開始晩1月後，2月後の体覆および臓器重量を  
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Table．1に．またスズ含有量測定成績をTable．2－5に，血液についての観察成績をTable．6  

に示した．  

g   

450  

400  

■l．■l   

ll1一 再300   

q〉  

h  
「コ  
遥200  

700′昭Sn／rat  

525／瑠Sn／rat  

44仙gSn／rat  

mg days mg   
O．35 × 6  ＝ 2．1  
0．44 ×14  ＝ 6．2  
0．53 ×12  ＝ 6．4  
0．7  ×28  ＝19．6   

Totalamot）ntSOfadministered  
Oftin  ＝34mg／rat．  

350J唱Sll／rat  
／－－・   、  

10   20   30   40   50   60  70days  

Fig．1Growth of rats after oraladm；nistration of tin．   

Tncreaチingamountofconeentratedcannedjuieemodelwasadministratedtomalerats（5Wister  
Strain anlmalsin each group）by houg；e during60days．   

Plotted areaveragebody weight of ra（Sinthe treated（○）and control（X）groups．Maximt］m  
andminimlIm Values ob【ained are shown at thetops and bottoms of the segments of the vertiea1  
1ines・Except for tin rats were fed on regulardiet．   

Coneentrated canned jllice model：Citric buEfer（0．4percent citric acid sloution pH3．6with  
SOdiurnhydroxide）was canned and storedfor oneyear at room temperature，and concentrated【O  
thetin concentration of350fLg／rnl．Concentraled citrate buffer solution of same concentration  
WaS uSed for the controlanimals．  
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＊T；n solution was orally administered duriTlg60days（see Fig．1）・  

Tat）1e2 Cupper aT】d tin contentsinliver of rat ora11v administeredwith tin   
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＊Tin solution was orally administered during60days（see Fig．1）．  

Table3 Cupper and tin contentsin kidney of rat orally administered with tin  

6．2      18．8  

7．2  19．5  

5．2  13．0  

0．25  」   0．8  

4．0  12．2  

7．1  21．0  

4．1  13．0  …；≡…三菱  
Treated ＊  

＊Tin solution was orally adm；nis（ered during60days（see Fig．1）．  

Table4 Cupper and tin contentsin sp】een of rat orally administered with tin  

Table5 Cupper and tin contcntsin blood of  
rat ora11y administered with tin．  Table6 Blood figures of rat orally  

administered witlltin  Tin  

COntent  
Cupper  

N。。。。te。t  Animals  
⊆NoIErythrocytelLeucocyte  Animals  

ControIs  

1帽2×104  

1186×10l  
Treated．＊  

＊Tin solution was orally adminiserted   
dlIring60days（see Fig．1）．  
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3．飼育実験 2  

この実験においては6月初めより9月20口までの間，飼育した．但し7月7日より9月20日に至  

る間は250cに保持した飼育室において飼汚した．前記実験1においてはスズ投与量が体零の増加  

皮と正確に対応していない点と他方経口投ノ引こよる器織的刺戟の発育におよぼす影響をも考慮し．  

実験1における2群のほかに対比実験群として水（蒸潮水）投与群を設定した．   

体菰6晦前後のシロネズミ20匹を使用し馴致飼育した．飼育開始5日目に一匹が死亡したため馴  

致飼育期間を通算14日間行なったのち．同程度の体重のものが各群にほぼ均等に分布するように  

6，6，7匹よりなる工～Ⅱ群に分け．それぞれ水投与群，クエン蕨溶液投与群およぴスズ投与群  

Group m  
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Fig．2 Growth rateofralafteroraladministrationof tin・  
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となし，第¶群（スズ投与群）には3mg侮の割合でスズ溶液を．第2群には同様にクエン酸溶液  

を．第1群には永をそれぞれ投与し，91日間飼育した．第Ⅱ欝に対するこの間のスズ投与総量  

は93～77mgであった．各群の個々の体零l他線をFig．2に，また発育状態の比較を容易にするた  

め．各節中の成再の最も良いものと悪いものの体長増加曲線をまとめてFig．3に．また体重とエ  

ーテル麻酔を行なった直後の体長（鼻尖端より附！っまで）との相関をFig．4に示した．   

かん詰食品中の溶出スズには，不溶性スズと可溶性スズが存在することは，前報においても述べ  

た1）が，かん悪食品の溶出スズによるとされた食中毒例ほ従来の報告町7），10い1）・l字）から可溶性スズに  

よると考えられる．またひとが多量にスズの溶出したジュースかん詰を摂取したさいにおこすと言  

われる嘔吐現象については川城，田辺1り，大嵐高仲11）らにより報告されている．今回はかん浩  

溶出スズに関する研究の一環として水溶性スズをシロネズミに強制経口投与したさいの体重増加，  

発育におよぽす影響と，臓器中にスズの蓄積がおこるか否かについて検討を試みた．可溶性スズの  

モデルとして，叶Ⅰ3．5としたクエン敢溶液のかん語の貯蔵により溶出したスズ溶液を用いた．投  

与鼠 投与濃度等の条件については，毒性実談の観点から報々考えられるが，従来の報告lO〉・1ヱ）から  

ひとにおいて問題となったスズ渋皮を選びおOppm附近の濃度で検討することとし．いわゆる短期  

毒性実験と言われる00～90日間を試験期間として速読投与を行なった．実験1においては予備的試  

験として実施したため各群の個々の体重を示さなかったが．実験1，2を通じ，スズ投与群とクエ  

ン酸溶液投与群との問に汰董増加の差異は認められなかった．正確な飼料摂取量を測定していない  

ため断定することはできないが実験2において実験末期のみの飼料摂取畳の測定結果では永投与群  

の飼料摂取量が他の2群より僅かに少なかった．そのためと考えられるが．Fig．4に見られるよう  

に水投与群の体長．体重とも他の2群より′トさい．この原因ほ不明であるがt ただ経口投与時の投  

与者の一人の観察では．水投与群のシロネズミは．経口投与を避けようとする動向があったのに反  

し．スズあるいはクエン酸溶液投与群でほむしろ積極的であったとさえ見受けられた．   

次に臓器．血液中のスズ含有最については対照群とスズ投与群との問にほとんど差異が認められ  

ず，腋器によっては対照群に多いばあいも認められた．今回の分析例が少ないため断定することは  

危険であるが，スズは天然に動植物組織中に微量存在することが知られている18）・】りほか，艶hr∝－  

der15〉 らほひとの臓器中に数ppmのスズの存在を報告していることからみて．今回の実験でのス  

ズ投与群のこれら腋器にスズの蓄積がおこったとは認められない．他の臓器におこるかどうかにつ  

いては今後検討したい．糞尿中の排泄量についても測定したがそのほとんどは繋中に排泄された．  

これらの点については組織学的な観察結果とともに次報で報告したい．  

総  括  

ジュースモデルかん語の溶出スズ溶液をシロネズミに連続60日またほ91日政利経口投与を行ない  
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体重増加虔，発育におよぽす影苦について調べた．スズ投与群の発育および体重増加皮は対照群と  

比較して差異は認められなかった．スズ投与後の一部のシロネズミの肝臓，腎臓．脾臓 血液中に  

ほ著しいスズの蓄積は認められなかった．  

本実験を行なうに当り，シロネズミの飼育について御便宣を計られた大阪大学医療技術短期大学  

部八鹿寛二教授に厚く勧礼巾し上げます．  
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